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カーボンニュートラルとは？

気候変動問題の解決に向けて世界が動き出している

なぜ私たちの行動が必要なの?

温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させることを意味します
　カーボンニュートラルの達成のためには、温室効果ガスの排出量の削減（＝脱炭素）と吸収作用の保全・
強化を行い、排出量を全体としてゼロにする必要があります。

　地球規模の課題である気候変動問題の解決に向けて、2015年にパリ協定が採択され、世界共通の長期目標
が掲げられています。

　なぜ、私たち一人ひとりの行動が必要なのでしょうか?「脱炭素」と「私たちの暮らし」は関係ないと思っ
ている方もいらっしゃるかもしれません。
　実は、我が国のCO2排出量の約6割が、衣食住を中心とする「ライフスタイル」に起因しています。

　衣・食・住・移動など、私たちが普段の生活の中で消費
する製品・サービスのライフサイクル(製造、流通、使用、
廃棄等の各段階)において生ずる温室効果ガスが、我が国の
CO2排出量の約6割を占めているのです。
　私たちが、生活の中でちょっとした工夫をしながら、
無駄をなくし、環境負荷の低い製品・サービスを選択す
ることで、こうしたライフスタイルに起因するCO2削減
に大きく貢献することができます。
　あなたも、「ゼロカーボンアクション30」を始め、でき
るところから、カーボンニュートラルなライフスタイルに
取り組んでみませんか。そうしたライフスタイルは、地球
環境を守るだけでなく、経済的、快適で、質が高く、心豊
かな暮らしにもつながるかもしれません。 

「排出を全体としてゼロ」とい
うのは、二酸化炭素をはじめ
とする温室効果ガスの「排出
量」※ から、植林、森林管理など
による「吸収量」※ を差し引い
て、合計を実質的にゼロにす
ることを意味しています。
※人為的なものカーボンニュートラル概念図

世界的な平均気温上昇を工業化以前に比べて
2℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑える努力を追求すること(2℃目標)

今世紀後半に温室効果ガスの人為的な発生源による排出量と吸収源による除去量との間の均衡を達成すること

気候変動問題の解決には「カーボンニュートラル」の達成が必要

消費ベースでの日本のライフサイクル温室効果ガス排出量
脱炭素に向けて
私たちができること

一人当たり年間
7.6ｔ-CO2排出
(2017年)
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　富山県内では毎年、小学４年生の児童が地球温暖化防止の問題を学習し、家族と一緒に
食品ロスの削減や節電や3R（スリーアール）など、10個の地球温暖化防止のアクションに
取り組む「とやま環境チャレンジ10」に挑戦しています。
　未来のため、子供たちのため、一緒に地球温暖化の防止に取り組んでみませんか？

とやま環境チャレンジ 10の取組例

その他の
取組みはHPへ
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ゼロカーボンアクションの取組み
とやま環境チャレンジ10

てん
小学生の児童も
がんばっている！


